
ろりとした感iじ で、口に合むとヨクのある重厚な味わい。
洋酒なら貫禄のあるブランデこといったところでしよう

.

か。                       |
グルメを気取って美味しいお店を食べ歩くのもいいで

しょうが、本物の味は家でじっくり味わいたいものです。
とにかく、蔵元甲く「口に入れるも?は手でつくらなぃ
とね…Ⅲ。1」 。これ、基本です〃と        一彩子

長野冬季五輪に向けて,、 競技施設は着々と工事が進ん
でいる。会う人みんなに「いつ来ても何か見れて痛もし

ろい」と言ってぃることもあって、東京から客人が来た

り、見学会があったりと、結構見学させてもらっている。
これまで見た中でおもしろかったのは、ボブスレー・

,ュ ージュ施設とジャンプ施設。ボブスレー・リュー

ジュはほとんど東京ディズユーランドのスペースマウン

テンののりだし、ジャンプ施設を見たときは、宇宙服を

着た奴が空飛んでくし、なんか長野の環境が変わったぞ
と思わせた。           |
おちゃらけはさておき、木質構造を専門としていると

いうこともあって、るピードスケート会場にはまじめに

注目している。「世界に例のi´ょい大スフゞン木造吊屋根構
法Jと はパンフィットの見出しであるが、建物の中でス
ピードスケート用の400mト ラックが取れるのだから
(私 もはじめて知ったのだが陸上競技用の400mと 曲率

が違ってちょっと小さい)、 216m X 80mと 確かに大きい。
構造的には鉄筋コンクリートの下部構造に

イ
ポストとステ

イと呼ばれる鉄骨部材が2組あり、その間の80mを掛け
渡すのが木造吊屋根という造り。現在 (11月 24日 )、 その

吊屋根のリフトアップが始まり構造的には見頃といった
ところ。吊屋根がかかる前はだだっ広い敷地にRCの下
部構造があってダ本ができるのではないかと思わせたが、
屋根が掛かると今度は吊

‐り橋が掛かったと思わせた。確
かに出来上がりは壮観だろう。
でまた閑話。後利用は各種スポーツ、コンサ‐卜、イ

ベントなどの多目的利用ということだけど、なんか他に

もそんな施設が近くにもあるような気がするぞ。バス
ケットボール、バレーボールレベルのスポ‐ツも、移動
客席で簡単にできるということだけど(使わないところ
の方が大きくて、これでいいのって感じ。帰りの車の中
で、サッカー好きの学生は」リーグのチームを作って、
ここを本拠地にしよう、アメフト部の学生はNFLに来
てもらおうと言っていたが、満更ばかにするような話で

もなく、ほんとにそうしようよ。
一広報部会・五十田 博

世界的に著名な造

形家 イサ ム・ ノグチ

のラン ドスケープ作

品の展示会が金沢工

業大学の主催で、同大

学 ライブ ラ リとセ ン

ター展示室 で11月 1

日か ら同月 23日 まで

開かれ、県内外から多 くの鑑賞者が詰めかけた。

展示会でlま建築家ルイス・カーンとの共同プロジェク トで

あるニューヨークの リバーサイ ドパークのラン ドスケープ計

画 (実現せず)のブロンズ模型と図面、大谷幸夫先生と共同制

作 した「横浜こどもの国」における児童遊園の右膏模型などが

展示された。またこの展示会を記念 して、大谷先生と前田忠直

京都大学講師をお迎えして講演会 もH月 3日 に金沢工業大学

で開催され、参加者は150人 をゆ うに超えた。

講演会では大谷先生はイサム・ ノグチと共同制作 した立場

からお話 しされ、ランドスケープに対する設計姿勢はノグチ氏

の影響を受けたと語られ、なかでも興味深い示唆は「デザイン

とは自然が内包 している秩序を引き出し、それらを純化 し形象

化 して現わすことである」と述べられたことであった。

統いて講演 した前田先生はカーン研究の立場から、はじめに

ノグチとの共同プロジェク トの作品の変容 プロセスについて

の解説がなされ、次にカーンの作品分析をスライ ドを交えなが

ら解か りやす く説明された。

最後にこの展示会は、日本建築学会北陸支部の後援を得て開

催されたものです。多大なる支援を戴いた ことを感謝致 しま

す。          一金沢工業大学建築学科・中森 勉

新 しい北陸支部長の川瀬清孝 (54

戒)です。新潟大学で建築材料に関

す る研究を行 っています。 コンク

リニ トエ学が専門です。

今まで10年間、新潟支所長を務め

ておりましたが、これから 2年間北

陸支部のために微力を尽 くしたい

と思ってお りますので、よろしくご協力をお願い致 します。

会員だけでなく、広 く支部の建築関係の皆様方と交流できる

場をつ くれる本誌の役割には、大いに期待 してお ります。

一支部長・川瀬清孝
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金沢のまちづくり

支部ニュース「AH/」 の第 6号をお届けいたします。好評
をいただいた特集「女性と建築」に代わる新シリーズでは、
メインテーマとして「北陸らしさ」を取 り上げ、各支所ごと
に独自の「らしさ」に切 り込んでいただ くことといたしまし
た。初回の今号では、「金沢のまちづくり」をテ■ヤに地元な
らではのホットな話題を提供 してお ります。
一方、前号でご案内のとお り、賛助会員の増加などによる

財政事情の好転により、これまでの広告欄を廃止して賛助会
員のご紹介や広報部会企画めコラム欄として活用していく方
針ですが、今号では、一つの試みとして学生諸君の「主張
(内容・方法ともに自由)」 を表現いただきました。限られた
スペースにもかかゎらずt中味の濃い主張が寄せられておう、
これも一つのシリーズとして定着させたいと考えております。
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金沢のまちづくり

広報 :「北陸らしさ」とぃう新 しいシリーズの最初の座

談会として、今日は、「歴史性を生かしたまちづ くり」

というテーマで話をすすめたいと思います。それで

は、順に自己紹介を兼ねて、日頃考えておられること

をご紹介いただけますでしょうか。

堀内 :金沢市のまちなみ対策課にお ります。「こまちな

み保存条例」ができて地区指定を進めていますが、生

きた町として再生・活性化 していくことが一番大切な

んだなあと感 じてお ります。

竹田 :金沢大学土木建設工学科にお ります。「道路」で

はなく「みち」としての地区交通と景観関連の研究を

してお ります。人それぞれ価値観が異な りますから、

住民参加を通 してうまくまとめていく時に非常に良い

環境になっていくのではないかと考えてお ります。

安江 :コ ンサルタントに勤務 してお ります。交通計画か

らみたまちづ くりとして、例えば駐車場、新交通、高

齢者 :障害者のモビリティ、交通マネージメント等に

携わっています。金沢も、伝統や文化にあぐらをかい

ているだけでなく、「どういうまちづ くりを したいん

だ」ということを共通 目標としてもらていくところが

一番ポイントだと思っています◇

田島 :私は金沢で金箔屋を営んでお ります。郊外にかな

りお店ができて廃れてきています。そこで今度、金沢

駅前から我が武蔵ケ辻商店街まで36m道路が通るとい

うので、これが最後の武蔵浮上の機会だろうと商店会

に呼びかけました。県からも補助を得て、イベントな

リモデル店舗の改装な りを進めている最中です。

都心居住に向けて  ! |
安江 :堀内さんに質問したいのですが、昭和30年代とか

40年代に曖味な建物が並んで、コミュニティはしっか

りしているけれども中途半端な地区というのは、:こ れ

から問題になるのではないでしょうか。

堀内 :「 こまちなみJは手当をしていくというよりも、

そこにある景観をうまく利用して回転させていこうと

いうわけで、30年代あたりの粗悪な建物については

「こまちなみ」では難しいと思います。むしろ「地区

堀内 勝さん
(金 沢市町並み対策課)

竹田恵子さん
(全沢大学工学部)

計画」などが取り入れていけるかどうか……。

竹田 :「 こまちなみ」は藩政期とか明治期とかの古い建

物が主体になっており、実際はそれ以外のものが大部

分を占めると思うんですよ。

安江 :都心居住というか、皆さんやはり便利なところに

住みたいと思っているのですが、宅地が狭いし道路も

問題があるということで郊外に住むと思うのです。空

き地になっている駐車場などを少しづつ寄せながら低

層の集合住宅にするとか、そういう形で都心居住を取

り戻していくことが、中心商店街にも影響していくと

思うのですが…・・:。

田島 :お年寄りは良くない環境でも動きませんよね。近

江町市場もありますし。

安江 :すべての世代が住む、世代替わりをしていけるよ

うな都市づくりの手法もあるんじゃないでしょうか。

竹田 :道筋整備事業では、歩ける道路のネットワークが

一つの価値観を生んで、まちの活性化にもつながって

いくと期待しているんです。

堀内 :確かに駐車できないし敷地も狭いけれども、便利

だしコミュニティも元々あるわけだし、そういうプラ

ス面を仲ばすこと(安心して歩けるってことがまず大

事ですね。神戸の真野地区で10年 間コーポラティブ

やってきてfそれが今度の震災復興の合意形成に非常

に役立っているそうです。

スタジオ通りのまちづくり

広報 :田島さんはまちづくりを実際に進めているキー

パーソンで痛られますが、どのような経緯で………。

田島 :そ うですね、裏通りになるんですが、通称「スタ

ジオ通り」を対象に。

広報 :ど うして「スタジオ通り」というんですか。「

田島 :あ る人がアメリカでみた「スタジォ通り」とここ

がよく似ているということから、「考える会」ができ

まして、「演出の街」ということで一つのステージと

考えて「スタジオ通り」でいいじゃないかとなりまし

た。その「考える会Jカミできたのが一昨年ですが、昨

年アンケートをとったりして、今年 2月 に基本コンセ

プトができました。そこに市のモデル商店街活性化事

業が入ったので、 5月 から「イベントJと 「空き店舗
に入った場合に内装費を補助するJと いう2本立でス

タートしました。

安江 :通 りには消しゃれな痛店なんかもありますよね。

田島 :しかし、裏通りというイメージがどうしてもある

んですよね。

安江 :新 しく出来る駅通り線で、駅前からの視野が直線

的に通ります。すると武蔵まで歩く人がかなり出てく

るんじゃないか。ここは歩ける道筋整備で裏通りを積

極的に使い、表も立派だけれでも裏も探検的な面白さ

が期待できるのではないでしょうか。

広報 :田島さんはソフトの面でも大変ご苦労なさって痛

られると思うんですがヽ…。

田島 :定義も分からないままフリーマーケットをやろう

ということで、メインイベントとしてドイツのマイス

ターにちなんだ「マイスターマーケットJをやろうと

いうことになりました。 5月 はオリジナルのヶ―キ祭

り、 6月 はアウトドアのキャンプの指導、 7月 は手作

りのかき氷と地ビール、 8月 はかぶと虫とかくわがた

を総動員で徹夜で採りにいきました。とにかく「市民

●ア、々ジオフォトコし,7Ⅲ卜●

拙選券

の方々に本物に触れてもら痛う」ということで、毎月

手配が大変でした。いろいる見学も!した結果、やはり

客が欲しがるバラエティに富んだものとか、テーブル

クロスぐらいは統上的にとか気を使いました。動員数

たかだか1500人 くらいですが……。

広報 :歩行者天国ではないんですか。

田島 :そ うです。交通部隊を仕立てて常時整理します。

何も分からない状態の中で何とか……。

安江 :「やめてしまおうJっ ていうんじゃなくて、「やろ

うやろう」って感じですけど心

田島 :や っていくうちにそうなったんで、はじめは重荷

のような仕事ぼっかりで。そんな中で、やっているう

ちに楽しくて、tサ っこう近所づきあいができるように

なりました。

歩けるまちづくり

広報 :と ころで竹田さん、道筋整備事業の安心して歩け

る交通体系というのは、活性化にかなり力をもってい

るんでしょうか。

竹田 :車の交通量の減った「みち」では歩行者も自転車

も増えています。車の量が減った「みち」では、たと

え車が通っても自由に歩くとか真ん中を歩くとかが増

えています。武蔵の地下駐車場も必要だといわれる反

面、あまり良いとは思えません。駐車場は必要悪で、

叶 田

【 】
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歴史が介びちょっといぃWJ《

こ虫ちサ′みを守

それにどう対応していくかが問題ですね。

田島 :武蔵から香林坊あたりは、やはり歩けるまちづく

りをしなければいけませんね。

竹田 :若い頃は歩くのが好きでしたけどね。

広報:子供3人連れて買い物すると、もう車がないと動
きがとれません心

安江 :北欧へいった時、みんな子供をノミギ_に乗せて何

人も歩いていて、「たくましいな」と思いました。

広報 :武蔵界隈は、スタジオ通り、近江町市場、横安江

町のアーケード街とか、それぞれ個性ある裏通りが

あって(私は結構面白いと思いますが、ネットワーク

としてつながっていないので、こうした面を行政で誘

導することが大切ではないでしょうか。

堀内 :実は歩ける道筋整備事業でそのルートも挙げてい

るのですが、行政はアピールが下手で、皆さんもおそ

らくご存じなかったでしょう。市民の皆さんにアピー

ルするところがもっと大切だと思います。

まちづくりの主体

堀内 :最初にお話しした「こまちなみ保存」地区のこと

ですが、町家の新町に協議会ができました。居住者の

自発性によるものです。そして、武家屋敷の里見町に

も協議会が発足するんです。それはワークショップの

ようなものではなくて、「自分史」というか「歴史の

根を調べてみようかな」と考えておられます。

広報 1均 :分史というのはどうして出てきたんですか。

堀内 :自分たちの住んでドるところに愛着があって、さ

らに、!調べることによって「こんな謂れのあるところ

に住んでいたんだなあ」とてアイデンティティにもつ

ながる話だと思います。

広報 :金沢らしさっていうのか、住んでおられる方々に

愛着があるんですね。都会にはないような。ところ

で、武蔵の歴史って何ですか。

田島 :青物市場や旅館があって、とにかく活気がありま

したね。

堀内 :昔は中心地だったんですよ。香林坊と武蔵ケ辻と

いって二大繁華街で、二つの内のひとつのデパート、

九越デパートがありましてね。よそ行きの洋服着て、

というところなんですよ。

広報 :他に県内に面白い事例はありませんか。

安江 :能登の七尾!元 や々っぱり商店街は全然ダメだっ

たんですよ。そこに」Cが中心になって「変えていこ

う」と。まずは勉強会から始まり、日標を少しづつ設

定して「できたね」なんて。折しも運輸省のポートル

ネッサンス事業でフィッシャーマンズワーフを入れ込

んだんです。その前に「国際テント村」というイベン

トをやっていました。するとだんだん「行けるんじゃ
0 ● ● '

ないか」なんて。ここをみますと、会社に迷惑かけな

がら、そのうちに独立してどっぶりつかったコンサル

タントが居られます。「町医者構想」っていうのも考

えますよね。一地区一人のコンサルタント……。

堀内 :「 こまちなみ」も、「古い土塀を復元しましょう」

というのは分かりやすいですが、新しく建て替えよう

とする時に「何人でお住まいですか」「車はどうしま

すか」、これは行政にはなじみません。

広報 :ど ういう組織でやっていけばいいんでしょう。

安江 :住民側が市民教育活動法人とかひっかけて非営利

の組織をつくってしまって、行政からお金をもらいな

がら、「町医者一人雇ってみようぜ」とか…… 。

堀内 :そ の方がうまくいくでしょうね。行政が組織つ

くってもうまくいかないと思います。

竹田 :イ ベントも重要だけど、住民それぞれが自分の町

に注目するような、新聞の広報に町々の謂れを紹介す

るとか、そういったアピールを是非期待したい。

堀内 :放送局のニユースでやったぐらいではダメで、ア

ピールするにはステージ性とかドラマ性が必要だと思

いますが、そういうやり方は行政は下手なんです。

田島 :今年一番勉強したのは「自分たちで楽しくやれる

イベントにしよう」ということでした。

安江 :今一番気になっているのは、大きな変わり目を迎

えて、中心地の小学校や、県庁跡地とか、金沢城跡の

再利用計画を、大勢の人の意見を取り入れて進めるベ

きだと思います。

広報 :今 日は大変有意義な話し合いをありがとうござい

ました。

(1995年 10月 6日 収録)

好 |も支所だより||||||||||1世

行政と輸入 (モデザし)住宅

新津市では今年度、国の “住宅建設コスト低減対

策推進事業"の補助金をいただき輸入 (モ デル)住
宅を2棟建設します。

新潟市のベッドタウン的要素や近隣市町村へのア

クセスがしやすい新津市では近年、宅地開発や新興

住宅地の拡大がされています。当市の持ち家率は約

85%と 新潟県の平均値より6～ 7%高 く、持ち家志

向の高い街と考えています。

新しく住宅を求める人にとって新津の土地代は比

較的高く、坪当たり25～ 30万円程です。我が家を求

めようとすると3500～4000万 円も必要になります。

そこで、新しく住宅を求めようとする比較的若い

世代の人々に、最近話題となっている輸入住宅 (日

本の住宅より2割程度安くできるという)を提案し、

自分の目で見ていただき、自分の好みとライフスタ

イルをオーバーラップして比較検討してもらいたい

と考えています。

先般、この動きが地方紙の経済面に掲載されたと

ころですが、他の報道機関、金融機関、電力会社、

不動産会社等から「どうして市が、行政が輸入住宅

を建設するのか ?」 という問合わせがあり、前述し

たような理由を痛話ししました。これ程の反響があ

るとは思わず、私自身とんでもないことに携わって

しまったのかと疑心暗鬼に陥りそうです。

しかし、私を含めた若い世代の夢実現のために頑

張ろうと思っているこの頃です。

一新津市役所 都市計画課・横山 勉

窃 五支所だより悧IⅧ‖世

在来木造に筋かいはやめましよう 董

金沢市

地震動による慣性力は、交互に左右から作用する

から、筋かいは引張られた次の瞬間には圧縮され、

また次は引張られるというぶうに引張と圧縮を交互

にくり返し受けるのであろう。

筋かいの問題を挙げると次のようである。

① 圧縮と引張では性能が違い、号1張筋かいは剛性
。強度は低い。平面プランの制約上、現実的に釣合
い良く配置することが困難である場合が多い。

② 筋かい端部の接合が難しく、そのため筋かいが

有効に働かない。上手に施工しても、接合部に隙間
が生じ、初期剛性が不安定になる。筋かい端部を補

強すれば、ある程度改善出来るが、完全には出来な
いのである。

③ 筋かいに過度の力が加わると、土台の引き裂き

や圧壊が生じ、また筋かいの面外に座屈して好まし

くない。以上のような問題は、合板を張った耐力壁

では生じない。ここに述べたことは、所定の性能を

得るためには、合板耐力壁の方が施工が容易だとい

うことであって、筋かいの性能が劣っているという
ことではない。筋かいの場合は、配置や接合につい i

ての考慮をしぅかりと行う必要があるとぃう|と で

ある。                 . :
兵庫県南部地震以来既に11カ 月が経ち、多くの専

門家により被害原因は語り尽くされた感がある。に

もかかわらず不適切な筋かいは今日も造り続けられ

ている現実を視るに、筋かいは廃上した方が良いと

思うのである。

一坂井建築事務所・坂井修一
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気持ちのいい風景

金沢に来て4年が過ぎました。東京にいたころは

無事故無違反の立派なペークヽ―ドライバとでしたが、
こちらに来てからt4週末毎嘩家族とドフイブを楽し

むこiと が多くなり苗した。有名な観光地はそれなり
に良いのIですが、少し不満もあります。まず人が多
いこと。そして(その観光客目当ての店が・まるで商

店街の如く軒を連ねる。1-場違いなBCMを垂れ流す。

何とも悲しくなる。風情も自然美も台無しにするよ

うなことを平気で……。        i
最近はそういう悲しい場所はボイコットして(あ

まり有名ではないが味のある場所を探しています。

近所の裏山の採石跡の洞くつだらて少し怖くて面白

い。住宅地図にもカーナビのCD― ROMに も道の描

かれていない所を通って行かねばなりませんj

そういうわけで(先 日は地図をにらんであまり人

が行ったというのを聞かない、那谷寺奥の院とも言

われている所を訪ねてみようと思い立ちましたと加

賀産業道路から福井方向に向かってしばらく走り、

静かな山裾の街をぬけ、部 (ひ な)びた温泉の脇を

通り、さらに山に入ったところでようやく見つけま

した。歩ぃて参道を登るのですが、結構きつい傾斜

です。見上げると本堂が崖の下にへばりつくように

建てられているのが目に入ります。人形峠の投げ込

み堂に似ていると思いました。本堂のさらに上に

登ったところが奥の院で、少し見晴らしが良ぐなっ

ています。紅葉にはまだ少し早かったですが、思っ

たよりも気持ちのいぃ風景に出会えました。

一金沢工業大学・土田義郎
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木の感触

東京から信州に越してきて4年目を迎iえ 、つぐづ

毒長詈星伊強食宗と写jぞ写Ⅲ梼髭患士督鷺笑翌と
4つの地域に分散しており干長野に工学部と教育学
部、上田に繊維学部、松本に本部その他、そして当
農学部は南信の伊那谷北部の南箕輪村にあります。
農学部に建築ではちょらと異質に思われる方もお

られるかもしれませんが、森林科学科の木材利用学
研究室では木質構造、例えば、在来軸組構造のク
リープ試験や集成材・LVLの強度等の研究を行っ
ています。また森林科学科の学生は必要な科目を履
修すると、現在のところ木造建築士の受験資格が得
られるようになっています。森林科学科は、植生、
治山、水文、経済、造園、土木、施業、緑化などの

分野から構成されており、これらとともに、森林の

主要な産物である木材を賢く利用するということか

ら、木材の性質についての研究と教育を行らていま
す。

木材は古くから人類の身近な材料と||て償れ親|

墓素蓬臭意寅亀ち,振基各露曇蔦写冨宗浮宅F壱信
も甲わらずi票際に弊れ々機会の少なヽ|||と 痛々感

しています。そこで、

1年生対象にヒノキ

材を使って火をおこ

すところを見せたり、

2年生対象に様々な
―

木材の種類の識別、

チェーン・ン=を用
ぃた丸太め力ロエや南

木曽風のろくろ細工

など実習に消りまぜ

て、学生とと,も に木
の感触を楽しむ時間

を作うています。

一信州大学農学部
・武田孝志

今年のお正月も、やっばり寝正月になってしまった、
と反省している人も多いのではないでしょうか。北陸の
酒シliズ、6回 目となり、あっちゐ酒は旨いぞ、こら
ちの酒はたまらんぞと、きき酒を楽しむ人も増えてきた
と聞きます。そこで今回は酒造りの基本を勉強しようと

曇!泳雪モそ量暴暑宏律ち昇撃晏露尋思1宅卿 i諄
ると、「まずこれで」と下の図を見せて下さいました。酒

本は餌米より大粒であること、酵母と麹の働きが違うこ
と等、ここまで勉強に来た甲斐がありました。
日本酒党のあなた、日頃どんな呑み方をしています

か?日 本酒の肴なら刺身に決まってるじゃないか。ノン
ノン。日本酒だって色々あります。純本酒ならそれでも
いいのですがi吟醸酒なら食前酒か食後に頂く方が香り
もμノくも楽しめるということです。また、洋酒にO年物と
言うのがありますが、日本酒にも古酒というのがありま
す。蔵の奥から出てきたのは大吟醸黒部峡の三年物で、
平成4年の全国新酒鑑評会で金賞を受賞したものだそう
です。家に帰って早速きき酒会です。グラスに注ぐとと

え分水廷破わせて力ら

貢気で蔦しよす。

先日、
・フランスのパリヘ旅行に行きました。大き

い建物が多い割に、それほど圧迫感を感じないのは

所々に存在する広場のせいでしょうか。

パリに点在する広場の内の一つ、ョンコルド広場

は、フランスの様々な姿を一度に見ることができま

す。

まず広場の中心部には、■ジプトから運ばれたオ

ベリスクが立っています。そのオボリスクの傍に立

つと、東にカノンーゼルの凱旋門、西にエトフールの

凱旋門を見ること々 ミできます。(ち なノ〉くにオベリス

クと両凱旋門は一直線上に位置しています)

また北にはマドレーヌ寺院、南にはセーヌ川を挟

んでブルボン官 (現在は国民議会)が見られます。

またこの広場は、王妃マリー・アントワネットが処

刑された場所でもあります。

この広場に立つだけで、パリの街の設計がいかに

芸術的かが感じられます。この広場に「艮らず、パリ

ではどの方角から見ても、景観がとても素晴多しい

のです。有名なシ千ジギうゼ通りFtよ、店の看摂の

色が白色に限定さえされ―ています。

「機会があれば、是非もうす度行きたい」
私にとって、パリはそう思わせる街です。

二前田建設工業伽福井支店・田中美保

綺 汁支所だより||||||||IЩ

パリの広場
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N大学で建築を学ぷ者より

(金 沢工業大学大学院生・山口元子)
(新潟大学学生・内田雅章、大橋 渉、小林百合子)


